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“しっかり手を上げてね” 

6　　 12005 JUNE

“しっかり手を上げてね” 

５月　５月１３１３日、ほくぶ幼稚園で親子交通安全教室が行われました。日、ほくぶ幼稚園で親子交通安全教室が行われました。
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平
成　

年
度
（
平
成　

年
３
月　

日
現
在
）

１６

１７

３１

　

財 
政 
状 
況

民 生 費  

総 務 費  

教 育 費  

公 債 費  

土 木 費  

衛 生 費  

消 防 費  

農林水産業費 

そ の 他  

１，０６４，３４３ 
９７１，３１３ 

９７６，１０１ 
８３０，３９９ 

９３４，９２９ 
９３３，８９７ 

８７６，６８８ 
５５４，７１９ 

６１１，０３１ 
５５９，８８７ 

３４６，５９９ 
３２６，１８５ 

２８７，８４２ 
２４２，４４９ 

２２８，９４１ 
２１３，２０７ 

予算額 
支出済額 

（単位：千円） 
０ ５ １０ １５ ２０億円 

１，６７０，０３７ 
１，４３４，０５５ 

６，９９６，５１１予 算 額

６，７７１，９７５収 入 済 額

６，０６６，１１１支 出 済 額

一般会計予算執行状況
（単位：千円）

企業（水道事業）会計

４５７，３０６予　算　額収　

入
収　

益　

的

４６４，０００執　行　額

４７８，１５５予　算　額支　

出 ４６６，８５８執　行　額

９４，５１０予　算　額収　

入
資　

本　

的

９３，３７１執　行　額

１７１，３３３予　算　額支　

出 １６９，８３１執　行　額

（単位：千円）

特　別　会　計

支出済額収入済額予　算　額区 分

１,６４６,６０３１,８３８,７２３１,９４７,３２２国民健康保険

１,５２２,３３９１,５６４,３９５１,６８９,４９１老 人 保 健

７１,７９６７１,７９６７１,８０１土 地 取 得

４９９,９５８５９１,７５３７９９,７２５下水道事業

８３３,２１１８４７,０４０９４８,４３８介 護 保 険

（単位：千円）

　

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
教

育
施
設
の
充
実
、
文
化
財
の
保

護
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

教　

育　

費

　

役
場
の
事
務
管
理
、
庁
舎
管

理
、
交
通
安
全
対
策
、
調
査
統

計
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

総　

務　

費

　

老
人
福
祉
、
児
童
福
祉
、
保

育
園
の
運
営
、
障
害
者
の
援
助

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

民

生

費

用
語
解
説

歳

出

歳 出 　

阿
久
比
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
貴
重
な
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
六
月
と
十
二
月
の
二
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
十
六
年
度
予
算
の
執
行
状
況
（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

公
表
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１, ５４８,８０９財 政 調 整 基 金

３２３減 債 基 金

１５,４２０公共施設整備基金

８０７,３２１庁 舎 建 設 基 金

１３７,０４３福 祉 基 金

２４２,０００愛知用水二期事業
建設負担金助成基金

２,５２６学 校 整 備 基 金

１,０００学校図書購入基金

３,０００図 書 購 入 基 金

１６７,６７１土 地 開 発 基 金

１５０,０００国 民 健 康 保 険
財 政 調 整 基 金

０介護給付費準備基金

（単位：千円）
《基金の内訳》

　　６４,５４５.９０㎡建 物

　４７７,５５７.７１㎡土 地

３,０７５,１１３千円基 金

町有財産

人口・世帯数

２４,７０６人人　　口

　　　７,８２５世帯世 帯 数

（３月３１日現在）

一時借入金現在高

　　　　　　　０円

町税の負担状況（個人町民税）

４４,７０４円１人当たり

１４１,１４５円　１世帯当たり

　

農
林
業
の
振
興
、
農
用
地
の

利
用
促
進
、
土
地
改
良
事
業
な

ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

農
林
水
産
業
費

　

消
防
団
の
運
営
、
救
急
活
動
、

災
害
防
止
、
消
防
施
設
の
整
備

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

消　

防　

費

　

各
種
検
診
、
予
防
接
種
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
ゴ
ミ
・

し
尿
処
理
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

衛　

生　

費

　

道
路
の
新
設
改
良
、
維
持
補

修
、
河
川
や
排
水
路
の
整
備
、

公
園
の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
。 土　

木　

費

　

町
が
借
り
入
れ
た
お
金
の
返

済
に
使
わ
れ
ま
す
。

公　

債　

費

　

議
会
費
、
労
働
費
、
災
害
復

旧
費
、
商
工
費
、
予
備
費
に
使

わ
れ
ま
す
。

そ

の

他

〜 〜 

町 税

町 債

地方交付税  

繰 越 金  

県 支 出 金  

国 庫支出金  

諸 収 入  

地 方消費税  

そ の 他  

５５７，８６６ 
５９２，４５４ 

１，０５２，２００ 
９６８，６００ 

３９９，０７７ 
３９９，０７７ 

３２３，９１９ 
１７４，８８２ 

２８１，４２１ 
２７６，４１６ 

２６２，１２６ 
２４４，１６３ 

１８９，０００ 
２２１，５６９ 

６６３，３８６ 
６８３，２９１ 

予算額 
収入済額 

（単位：千円） 
３４億円 ３２ ３０ １５ １０ ５ ０ 

〜
〜
〜
〜 

〜
〜
〜
〜 ３，２１１，５２３ 

３，２６７，５１６ 
３，２１１，５２３ 
３，２６７，５１６ 

歳 入

事
　
業
　
名 

借
　
入
　
先 

下水道事業 

４,４９８,０６０ 

郵政公社 

２,７５８,５２８ 

財務省 

１,７４８,７８０ 

公営公庫 

１,５１４,８０９ 

その他 
１，０４８,４７７ 

一般単独 

１,３０８,０８６ 

義務教育 
２５８,４０３ 

UFJ銀行 
４９５,７０４ 

その他 
２１９,２６９ 

半田信用金庫 
９２９,４４４ 

臨時財政対策 

１，３１０,９１２ 
減税補てん 
９０１,０１２ 

町債現在高　８，４９５，７４２千円
（単位：千円）
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こ
の
た
び
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

就
任
に
当
た
り
、
議
場
で
「
公
平
」「
公

正
」「
公
明
」
を
常
に
身
を
半
ば
に
置
い
て
、

職
務
に
精
励
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
、
従
前
に
も
増
し

た
ご
協
力
を
欠
い
て
重
責
を
全
う
す
る
こ

と
は
か
な
い
ま
せ
ん
。

　

温
か
い
導
き
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

本
町
は
節
目
の
五
十
周
年
記
念
を
終
え
、

新
た
な
半
世
紀
を
「
調
和
の
中
で
豊
か
に

実
る
ま
ち
阿
久
比
」
を
目
指
し
歩
き
始
め

ま
し
た
。

　

地
域
で
は
待
望
の
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
中
部
国
際
空
港
」
が
開
港
し
、�
自
然

の
叡
智
�
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
愛
・
地
球

博
（
愛
知
万
博
）」
も
盛
況
に
開
催
中
で
、

さ
ら
な
る
発
展
と
国
際
交
流
の
深
ま
り
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
高
度
成
長
か
ら
バ
ブ
ル
崩
壊
、

長
期
の
経
済
低
迷
で
全
国
津
々
浦
々
の
自

治
体
に
共
通
す
る
難
問
が
提
起
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

山
に
山
村
が
あ
り
、
そ
こ
に
山
を
守
る

民
人
が
住
み
、
山
は
水
を
生
み
、
川
を
作

り
、
そ
の
流
域
に
は
農
村
が
点
在
し
、
川

を
守
る
民
人
が
い
た
。

　

川
は
河
口
に
至
り
、
漁
村
を
形
成
し
、

海
を
守
る
民
人
が
い
て
自
然
浄
化
摂
理
の

恩
恵
を
受
け
な
が
ら
守
ら
れ
て
き
た
自
然

も
、
多
消
費
型
の
市
街
拡
大
に
大
き
く
傷

つ
き
、
過
疎
過
密
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や

温
暖
化
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
汚
染
・
環

境
問
題
。

　

不
況
対
策
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
た
公
共

投
資
は
、
今
莫
大
な
借
金
と
し
て
八
百
兆

円
に
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
財
政
立
て
直
し
問
題
。

　

世
界
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
急
速
な

少
子
高
齢
化
社
会
の
問
題
。

　

大
き
な
社
会
構
造
変
化
に
耐
え
得
る
対

応
策
の
問
題
。

　

地
方
分
権
は
や
が
て
自
治
体
が
政
策
と

そ
の
成
果
を
競
う
地
方
の
時
代
の
始
ま
り

で
あ
り
、
自
主
・
自
立
の
道
の
模
索
の
問

題
等
々
。

　

こ
う
し
た
諸
難
問
も
過
去
に
学
び
つ
つ

常
に
、
前
を
、
脚
下
を
確
か
め
つ
つ
も
常

に
上
を
向
い
て
歩
を
進
め
る
べ
く
論
議
を

重
ね
、
町
の
た
め
、
町
民
の
た
め
を
第
一

義
に
施
策
を
修
練
す
れ
ば
必
ず
道
は
拓
か

れ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ま
の
町
政
参
加
と
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。

　
　
　

議　
　

長　
　

井　

本　

三
紀
夫

　
　
　

副 
議 
長　
　

石　

川　

英　

治

　
　
　

監
査
委
員　
　

岡　

戸　

宏　

之

�総
務
委
員
会

　
　
　

委 
員 
長　
　

竹　

内　

松　

彦

　
　
　

副
委
員
長　
　

三　

留　
　
　

享

　
　
　

委　
　

員　
　

澤　

田　

道　

孝

杉　

野　
　
　

明

渡　

辺　
　
　

功

井　

本　

三
紀
夫

建
設
産
業
委
員
会

　
　
　

委 
員 
長　
　

久　

保　

秋　

男

　
　
　

副
委
員
長　
　

稲　

葉　

景　

久

　
　
　

委　
　

員　
　

伊　

藤　

政　

司

榊　

原　

亀　

壽

鈴　

村　

一　

夫

山　

本　

幸　

司

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　

委 
員 
長　
　

二　

井　

登
喜
男

　
　
　

副
委
員
長　
　

新　

海　

鋭　

一

常

任

委

員

会

　
　
　

委　
　

員　
　

岡　

戸　

宏　

之

竹　

内　

貞　

和

枡　

内　

美
渡
子

石　

川　

英　

治

�
　
　
　

委 
員 
長　
　

鈴　

村　

一　

夫

　
　
　

副
委
員
長　
　

杉　

野　
　
　

明

　
　
　

委　
　

員　
　

竹　

内　

松　

彦

久　

保　

秋　

男

二　

井　

登
喜
男

�井　

本　

三
紀
夫　
　

二　

井　

登
喜
男

竹　

内　

貞　

和　
　

渡　

辺　
　
　

功

�井　

本　

三
紀
夫　
　

竹　

内　

松　

彦

伊　

藤　

政　

司

�井　

本　

三
紀
夫　
　

稲　

葉　

景　

久

議
会
運
営
委
員
会

東
部
知
多
衛
生
組
合
議
会
議
員

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

知
多
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員

　

五
月
九
日
、
阿
久
比
町
議
会
第
二
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
正
・
副
議
長
の
選
出
を
は

じ
め
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
の
委
員
構
成
も
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
４
１
）

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

阿
久
比
町
議
会
議
長

��

��

�
�
�

議
会
議
長
に 

井
本
三
紀
夫 
氏

副
議
長
は 

石
川　

英
治 
氏

町 議 会町 議 会
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〔単位 : 円〕一般会計予算執行状況（１７年３月３１日現在）

歳　　　　　　　　　　　出歳　　　　　　　　　　　入

 執行率支出済額予算現額科　目収入率収入済額予算現額科　　目

９０.６％１,３０６,９０３１,４４２,０００ 議　会　費１００.０％１,４９６,４０７,０００１,４９６,４０７,０００分担金及
び負担金

８７.８５１,６１４,３０９５８,８１０,０００総　務　費９２.２２２８,０６１,９２１２４７,４５９,０００使用料及
び手数料

８９.０１,０７４,２１３,８１２１,２０７,２５３,０００衛　生　費９５.１２３,８１５,６７２２５,０３８,０００財産収入

１００.０５７４,６８０,１８４５７４,６８３,０００公　債　費１００.０７９,６７６,０１７７９,６７６,０００繰　越　金

０.００１０,０００,０００予　備　費１２４.１４,４７７,０２６３,６０８,０００諸　収　入

９１.９１,７０１,８１５,２０８１,８５２,１８８,０００歳出合計９８.９１,８３２,４３７,６３６１,８５２,１８８,０００歳入合計

　２市２町（阿久比町、
大府市 ､豊明市 ､東浦
町）で構成している、
東部知多衛生組合の財
政状況を、東部知多衛
生組合財政状況の公表
に関する条例に基づき、
平成１６年１０月１日から
平成１７年３月３１日まで
の財政状況を公表しま
す。

�
　

平
成
十
七
年
度
知
多
西
地
区
水
上
安
全

法
お
よ
び
救
急
法
講
習
会
開
催
の
た
め
、

次
の
と
お
り
開
館
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

□
開
館
時
間

　

六
月
十
九
日（
日
）

　

正
午
〜
午
後
九
時

□
問
い
合
わ
せ

　

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル

　

�
０
５
６
２（
４
４
）０
２
７
１

�
　

東
部
知
多
衛
生
組
合
（
構
成
市
町　

阿

久
比
町
、
大
府
市
、
豊
明
市
、
東
浦
町
）

が
所
有
す
る
土
地
を
次
の
と
お
り
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
り
払
い
ま
す
。
希
望
の

方
は
参
加
く
だ
さ
い
。

□
入
札
執
行
日
時

　

六
月
二
十
二
日（
水
）午
後
一
時
半

□
入
札
の
受
け
付
け

　

午
後
一
時
〜
午
後
一
時
半

□
入
札
場
所

　

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
二
階

　

第
一
会
議
室

　

〒
４
７
０
‐
２
１
０
１

　

東
浦
町
大
字
森
岡
字
葭
野　
４１

□
入
札
保
証
金

　

五
十
万
円
（
入
札
参
加
申
込
時
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）

□
売
買
契
約
の
方
法
・
期
日

　

七
月
二
十
二
日（
金
）ま
で
に
組
合
と
落

札
者
と
で
取
り
決
め
た
日
に
、
組
合
指
定

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル
の

開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
り
払
い

の
契
約
書
に
よ
り
行
い
ま
す
。

□
売
買
代
金
の
支
払
い
方
法

　

売
買
契
約
締
結
時
に
全
額
納
入
す
る
か
、

売
買
契
約
時
に
一
部
（
一
割
以
上
）
を
納

入
し
、
残
金
を
三
十
日
以
内
に
納
入
し
て

も
ら
い
ま
す
。

□
そ
の
他

　

一
区
画
を
二
人
以
上
の
共
有
と
し
た
入

札
参
加
も
可
能
で
す
。
入
札
は
購
入
希
望

者
本
人
か
、
そ
の
代
理
人
が
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
に
よ
る
場
合
は
、
購
入
希
望
者

の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※　

入
札
関
係
書
類
に
は
署
名
押
印
が
必

要
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

東
部
知
多
衛
生
組
合　
　

　

�
０
５
６
２（
４
６
）８
８
５
５

刈谷市熊野町五丁目６番１土地所在地

宅地登記地目

８７７．４２㎡売払地積

４９，０００円㎡ 当たり
単　　価入 札

参考価格
４２，９９３，５８０円総　　額

第一種住居地域
建ぺい率６０％、容積率２００％用途地域など

〔単位 : 円〕組合債の現在高
 現　　在　　高借　　入　　先 現　　在　　高目　　　　　　　　的

３,０５９,１３２,１７８財　　　務　　　省２６４,０６１,８１３余 熱 利 用 施 設 整 備 事 業 債

２,８１１,１８８総　　　務　　　省２,１５１,６０４,６６７し 尿 処 理 施 設 整 備 事 業 債

３,０６１,９４３,３６６計５９８,６７０,５４８排ガス高度処理施設整備事業債

２９,１７７,７９３ごみ処理施設災害復旧事業債

１５,６１７,３５７余熱利用施設災害復旧事業債

２,８１１,１８８清掃運搬施設等整備事業債

３,０６１,９４３,３６６計

平成１６年度東部知多衛生組合「情報公開
制度」「個人情報保護制度」の実施状況
　東部知多衛生組合 (阿久比町・大府市・豊
明市・東浦町 )の情報公開制度および個人情
報保護制度の実施状況については、情報開示
などの請求はありませんでした。

東部知多衛生組合の財政状況

町 議 会

建　物
　　１５,７７３.６１�
土　地
　　６２,１６６.４８�

組　合　財　産

□問い合わせ先　東部知多衛生組合　�０５６２（４６）８８５５
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五
月
十
一
日
、
児
童
福
祉
週
間
に
ち
な

み
中
央
公
民
館
本
館
で
、
民
生
・
児
童
委

員
や
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
な
ど
関
係
者

約
五
十
人
が
参
加
し
て
、
平
成
十
七
年
度

阿
久
比
町
児
童
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
他
の
模
範
と
な
る
児
童
・

生
徒
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
大
会

に
参
加
し
た
関
係
者
ら
が
、
児
童
福
祉
週

間
記
念
事
業
と
し
て
町
内
の
幼
稚
園
と
保

育
園
を
慰
問
し
て
菓
子
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

知
多
郡
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
　

宮
津
子
ど
も
会

阿
久
比
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
　

松
田　

優
一
（
東
部
小
）

　
　

山
下　

愛　

（
東
部
小
）

　
　

横
井　

僚
介
（
英
比
小
）

　
　

竹
内
麻
里
子
（
英
比
小
）

　
　

梶
原　

拓
也
（
草
木
小
）

　
　

竹
内　

千
弘
（
草
木
小
）

　
　

竹
内　

宏
太
（
南
部
小
）

　
　

榎
本　

麻
衣
（
南
部
小
）

　
　

竹
内　

雄
哉
（
阿
久
比
中
）

　
　

新
美　

千
裕
（
阿
久
比
中
）

阿
久
比
町
長
表
彰

　
　

藤
岡　

涼
太
（
東
部
小
）

　
　

榊
原　

真
央
（
東
部
小
）

　
　

中
上　

挙
志
（
英
比
小
）

　
　

井
本　

美
希
（
英
比
小
）

　
　

竹
内　

恒
太
（
草
木
小
）

　
　

竹
内　

由
奈
（
草
木
小
）

　
　

新
海　

光
洋
（
南
部
小
）

　
　

竹
内　

友
理
（
南
部
小
）

　
　

千
葉　

大
地
（
阿
久
比
中
）

　
　

新
美　

綾　

（
阿
久
比
中
）

知
多
郡
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
　

竹
内　

克
騎
（
東
部
小
）

　
　

伊
藤　

巧　
（
英
比
小
）

　
　

竹
内　

紀
栄
（
草
木
小
）

　
　

小
森　

翔
太
（
南
部
小
）

　
　

永
田　

菜
摘
（
阿
久
比
中
）

児童福祉大会 
児
童
福
祉
週
間
に

優
良
児
童
・
生
徒
を

表　

彰表彰を受けた児童・生徒の皆さん
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⑯ 

防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

○開講期間　　７月から１２月までの土曜日、日曜日、祝日の全１２日間（カリキュラム、日程などについて
は防災交通課に問い合わせください。）

○開講時間　　午前１０時２０分から午後４時２０分まで（７月２４日は開講式のため午前１０時開始）
○会　　場　　全体講座はウイルあいち　大会議室
　　　　　　　地域講座は名古屋会場、尾張会場、知多会場、西三河会場、東三河会場
　　　　　　　※　受講会場を指定します。
○受 講 料　　無料
○受講対象　　日ごろから防災活動にたずさわっているか、今後地域の防災活動に意欲的に参加する気持

ちのある愛知県内在住、在勤、在学の方で全期間出席が可能な方。
○募集人員　　２５０人（応募多数の場合は抽選）
○修 了 者　　知事名の修了証とあいち防災リーダーの称号を授与します。
○申込方法　　往復ハガキに「あいち防災カレッジ受講希望」と明記し①氏名（ふりがな）、②郵便番号、

③住所、④生年月日、⑤性別、⑥電話番号、⑦職業、⑧受講希望動機（簡潔に）を記入し
て下記に申し込んでください。

○宛　　先　　〒４６０-８５０１　愛知県防災局防災課啓発・育成グループ（�０５２-９５４-６１９１　ダイヤルイン）
○申込期限　　６月１５日（水）必着
○受講決定　　７月上旬までに郵便で連絡します。

平成17年度 

開講案内 

防災リーダーに
なりませんか

　愛知県では、防災の基礎的な知識を身につけるため、「あいち防災
カレッジ」を開講します。
　あなたもこの講座を受講して、東海地震や東南海地震などの大規
模地震に備え、地域の防災リーダーになってみませんか。
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つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオさささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演
　２１日には、タレントのつボイノリオさんを講師に迎え中央
公民館南館ホールで記念講演会が行われました。
　講演は「つボイのるつぼ」愛でつなごう人とまちと題して
行われ、歴史が好きだというつボイさんは阿久比町にゆかり
のある徳川家康の生母於大の方の話に始まり、自分が調べた
歴史の話を、面白おかしく披露していました。
　会場を訪れた３７８人の皆さんは、講演を“聞けば聞くほど”つ
ボイワールドの世界に引き込まれていました。

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいきききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
　生涯学習フェスティバル２００５が、５月２１日と２２日
の２日間、中央公民館とふれあいの森の２会場で行
われました。
　中央公民館会場では第３３回文協まつりや子ども科
学体験教室など、ふれあいの森会場ではニュース
ポーツの紹介などが催され、子どもから大人まで多
くの参加者が生涯学習を通してふれあいました。

講演をするつボイさん

歌や踊りを披露する芸能大会

風船つりを楽しむ親子

ニュースポーツ「フロッカー」

総合展示会場

真剣勝負の囲碁大会

子ども科学体験教室

��������	
���������	
����������
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●今年は白い神様が出ているなあ…

おためし小屋を眺める宮津地区の皆さん

●ホタルの幼虫、約３０００匹放流

　５月６日、東部小学校の児童１６０人が１年かけて育て
てきたホタルの幼虫を、宮津の二子塚古墳の堀に放流
しました。
　昨年からこの場所に放流を始め、成虫になったホタ
ルが飛びかう姿も観察されました。
　環境委員の児童が中心になり育ててきた幼虫。今年
は大量にふ化し、昨年より１８００匹多い幼虫を放流しま
した。
　「大切に育てた幼虫を手放すのはさみしいけど、早く
成虫したホタルが光りを放つのが見たいです」と環境
委員の児童が話していました。

元気に育てと、幼虫を放流する児童

●おいしいイチゴがたくさん収穫できました

　５月１１日、新美重幸さん（大字植大）のビニールハ
ウスで「もちの木園」の園生がイチゴ狩りを楽しみま
した。
　新美さんは昭和６０年から毎年、園生をイチゴ狩りに
招待しています。この日参加したのは園生１９人とボラ
ンティア１０人。毎年来ている園生は、真っ赤なイチゴ
を手慣れた手つきで箱いっぱいに収穫していました。
　「園生の喜んだ顔を見るのが毎年楽しみです」と新美
さんが笑顔で話していました。

イチゴ狩りを楽しむ園生ら

●第１番ゲートを通過

　阿久比町老人クラブ連絡協議会春季ゲートボール大
会が５月１２日、町ゲートボール場で行われました。
　９０歳や８０歳代の高齢者の方も多く参加し、若々しい
ハッスルプレーで競技を楽しんでいました。
　大会結果は次のとおりです。
　　　　　　　優　勝　宮津山田１チーム
　　　　　　　準優勝　植２チーム
　　　　　　　第３位　矢口１チーム
　　　　　　　第３位　卯之山３チーム

競技を楽しむ老人クラブの皆さん

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますのでご連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

��������	
�����

　５月８日に宮津の熱田社で農作物の出来具合を占う
花の撓が行われました。
　名古屋の熱田神宮の絵図を参考に、小屋に人形や農
作物を忠実に再現し、人形の衣装や位置、作物の種類
により、その年の作物の適否や農作物の出来を占うも
ので「おためし」とも言われています。
　飾り付けを見て「今年は白い神様が出ているから、
風に注意した方がいい年かなあ」と言っているお年寄
りもいました。
　拝殿では神事の後、巫女舞も奉納されました。

とう
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平
泉
寺
の
表
門
か
ら
下
っ
た
所
に
あ
る

唐
松
の
井
戸
（
慈
覚
大
師
円
仁
の
祈
と
う

に
よ
り
水
が
湧
き
出
し
、
農
民
を
日
照
り

か
ら
助
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
井
戸
）
を
の

ぞ
き
、
角
前
田
の
交
差
点
を
渡
り
、
西
に

向
か
っ
て
第
十
七
番
札
所
、
高
岡
地
区
の

観
音
寺
を
目
指
し
た
。

　

県
道
は
車
の
通
り
が
多
い
。
交
通
安
全

に
気
を
付
け
な
が
ら
歩
を
進
め
る
と
、
弘

法
寺
を
示
す
の
ぼ
り
が
見
え
た
。
矢
印
に

沿
っ
て
細
道
に
入
っ
た
。
間
も
な
く
見
上

げ
る
よ
う
な
石
段
が
目
の
前
に
現
れ
た
。

　

小
高
い
丘
の
上
に
観
音
寺
は
あ
る
。
石

段
を
一
段
一
段
と
登
り
始
め
た
。
半
分
く

ら
い
ま
で
登
っ
た
所
で
、
ふ
と
「
何
段
あ

る
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
い
、
も
う
一
度
下

に
戻
っ
て
数
え
る
こ
と
に
し
た
。
か
な
り

険
し
い
急
な
石
段
で
、
運
動
不
足
の
私
た

ち
に
は
つ
ら
い
。「
は
あ
ー
、
は
あ
ー
」
息

が
切
れ
た
。
七
十
四
段
あ
っ
た
。

　

登
り
き
っ
た
場
所
か
ら
、
後
ろ
を
振
り

返
っ
て
見
る
。
目
の
前
に
植
大
地
区
の
住

宅
や
田
園
風
景
が
広
が
る
。

　

一
礼
し
て
境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。

今
ま
で
巡
っ
た
中
で
は
一
番
小
さ
な
寺
に

感
じ
ら
れ
、
正
面
に
本
堂
が
ひ
っ
そ
り
と

建
っ
て
い
た
。
幼
い
子
ど
も
が
二
人
、
堂

の
前
で
手
を
合
わ
せ
て
何
か
願
い
事
を
し

て
い
る
。
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が

目
に
映
っ
た
。

　

あ
い
に
く
住
職
は
留
守
だ
っ
た
が
奉
納

経
に
朱
印
を
押
し
て
も
ら
い
、
話
を
聞
い

た
。
こ
の
寺
の
住
職
は
、
知
多
四
国
で
三

人
し
か
い
な
い
女
性
の
内
の
一
人
だ
そ
う

だ
。
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
っ
た
の
に
会
え

な
か
っ
た
の
が
と
て
も
残
念
。

　

寺
の
中
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
欄
間
に

金
箔
が
施
さ
れ
た
立
派
な
彫
刻
が
あ
る
。

今
に
も
飛
び
出
し
て
き
そ
う
な
、
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
「
竜
」
の
彫
り
物
。
山
車
の
彫

刻
で
知
ら
れ
る
�
彫
常
�
の
作
品
だ
そ
う

だ
。「
山
車
の
彫
刻
は
一
年
に
一
度
し
か
見

え
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
来
て
も
ら
え
ば
毎

日
見
え
ま
す
よ
」
と
副
住
職
。

観音寺本堂

朱印をする副住職
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本尊 十一面観音菩薩
　５０年に一度開帳される秘仏（前回開
帳は平成１１年）。
　作者、制作年などは不詳。
　普段は本堂正面の厨子の中に安置さ
れている。（厨子の前は御前立ち）

南粕谷 
半田線 

阿久比 
町役場 

Ｎ 

名
鉄 

阿
久
比
駅 

名
鉄

名
鉄

 

椋
岡
駅

椋
岡
駅

 

オアシス大橋 

阿
久
比
川 

Ｐ 
Ｐ 

宮
津
橋 

唐松の井戸 

名
鉄 

椋
岡
駅 

オアシス大橋 

唐松の井戸 

平泉寺 17観音寺 

16平泉寺 平泉寺 

　

本
尊
の
十
一
面
観
音
菩
薩
は
五
十
年
に

一
度
し
か
開
帳
さ
れ
な
い
秘
仏
と
い
う
こ

と
だ
。
平
成
十
一
年
に
開
帳
し
た
際
に
は

「
仏
自
体
は
真
っ
黒
で
し
た
。
目
元
が
厳

し
く
、
目
か
ら
光
線
を
放
っ
て
い
る
よ
う

な
神
秘
的
な
顔
で
し
た
」
と
副
住
職
が
感

想
を
語
っ
て
く
れ
た
。
次
回
開
帳
の
と
き

に
は
ぜ
ひ
見
て
み
た
い
。（
元
気
な
ら
ば
私

は
八
十
二
歳
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
）

　

観
音
寺
の
境
内
を
出
て
、
七
十
四
段
あ

る
石
段
を
下
り
、
来
た
道
を
通
り
役
場
ま

で
戻
っ
た
。
前
回
に
比
べ
れ
ば
、
体
力
が

つ
い
た
の
か
、
足
の
疲
れ
は
少
な
か
っ
た
。

（
や
は
り
翌
日
筋
肉
痛
）

（
参
考
資
料　

阿
久
比
町
誌
、
あ
ぐ
い
の

あ
ゆ
み
、
広
辞
苑
）

　

町
内
五
つ
の
弘
法
寺
を
春
の
訪
れ
と
と

も
に
、
友
人
二
人
で
歩
い
て
巡
っ
た
ぶ
ら

り
旅
。
ど
の
寺
も
取
材
に
快
く
応
じ
て
く

れ
た
。
貴
重
な
文
化
財
も
た
く
さ
ん
自
分

の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
�
あ
ぐ
い
�
も
再
発
見
で
き

た
。

　
「
知
多
四
国
八
十
八
カ
所　

弘
法
参
り
」

の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。
次

回
か
ら
は
「
阿
久
比
ぶ
ら
り
旅　

自
然
を

求
め
て
」
を
連
載
し
ま
す
。

欄
間
彫
刻

　

本
堂
の
欄
間
は
彫
常
作
。

　

大
正
十
三
年
か
ら
三
年
か
け
て
彫
ら

れ
た
作
品
。

　

彫
常
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
か
け

て
、
膨
大
な
量
と
質
の
高
い
彫
刻
を
残

し
て
い
る
。
知
多
地
方
全
域
に
わ
た
り
、

寺
社
や
山
車
に
多
く
の
作
品
を
残
し
、

阿
久
比
町
の
山
車
に
も
彫
常
の
作
品
が

残
る
。

鰐 口
元禄２年（１６８９）の表記あり

�
　

観
音
寺
の
本
尊
は
十
一
面
観
音
菩
薩
で
、

浄
土
宗
に
属
す
る
。

　

創
建
は
不
詳
で
善
随
大
和
尚
が
開
基
と

さ
れ
る
。

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
観
音
寺
は
樫
木
田
村

に
あ
っ
た
も
の
を
高
岡
村
に
移
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
の
文
書
『
英

比
谷
虫
供
養
縁
起
記
』
に
、
古
来
念
仏
虫

供
養
講
番
の
二
十
二
カ
村
の
順
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
炊
田
村
が
あ
り
、

樫
木
田
村
を
炊
田
村
と
も
い
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
時
代
に
は
観
音
寺
が
創
建
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
鰐
口
（
仏
堂
正

面
の
軒
下
に
つ
る
す
金
属
製
の
音
響
具
）

に
は
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
高
岡

村
人
か
ら
、
こ
の
鰐
口
が
奉
納
さ
れ
た
と

記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
年
間
に
現

在
地
に
移
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

樫
木
山　

観
音
寺

本堂に手を合わせる子ども

石段最上段から見える田園風景
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住
民
票
の
写
し

　

住
民
票
の
写
し
に
は
「
住
所
」「
氏
名
」

「
性
別
」「
生
年
月
日
」「
前
住
所
」
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
本
籍
」「
世
帯
主
名
」「
世
帯
主
と
の
続

柄
」
の
記
載
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

希
望
す
る
場
合
は
記
載
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

住
民
票
の
写
し
交
付
手
数
料
は
、
一
通

二
〇
〇
円
で
す
。

※　

家
族
の
方
以
外
が
「
本
籍
地
」「
戸
籍

筆
頭
者
の
氏
名
」「
世
帯
主
名
」「
世
帯

主
と
の
続
柄
」
を
記
載
し
た
住
民
票
の

写
し
を
請
求
す
る
と
き
は
、
本
人
か
ら

の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

他
人
の
住
民
票
の
写
し
を
請
求
す
る
場

合
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
具
体

的
な
使
用
目
的
と
請
求
者
の
資
格
を
明
示

し
て
も
ら
い
ま
す
（
不
当
な
使
用
目
的
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
請
求
に
応
じ
ら

れ
ま
せ
ん
）

広
域
交
付
住
民
票

　

住
所
地
以
外
の
市
区
町
村
窓
口
で
も
、

本
人
確
認
書
類
を
提
示
す
れ
ば
、
本
人
お

よ
び
同
じ
世
帯
の
方
の
住
民
票
の
写
し
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

阿
久
比
町
民
の
方
が
、
町
外
で
住
民
票

の
写
し
を
請
求
す
る
場
合
、
市
区
町
村
に

よ
り
交
付
手
数
料
は
異
な
り
ま
す
。

※　

広
域
交
付
の
住
民
票
の
写
し
に
は

「
町
内
で
の
転
居
履
歴
」
や
「
本
籍
地
」

「
戸
籍
筆
頭
者
の
氏
名
」
は
記
載
さ
れ

ま
せ
ん
。

※　

除
票
（
転
出
・
死
亡
な
ど
で
除
か
れ

た
住
民
票
）
は
、
他
市
区
町
村
で
交
付

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

広
域
交
付
住
民
票
を
請
求
す
る
に
は 

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

《
本
人
確
認
書
類
と
は
》

　

運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
（
公
的
機
関
か
ら
発

行
さ
れ
て
い
る
顔
写
真
付
き
の
書
類
。
詳

し
く
は
窓
口
、
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。）

郵
送
制
度

　

窓
口
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
郵
送
で
交

付
請
求
が
で
き
ま
す
。

①
申
請
書

　
「
住
民
票
の
写
し
の
請
求
」と
明
記
し

て
住
所
、
氏
名
、
申
請
者
の
署
名
、
押

印
、
使
用
目
的
、
連
絡
先
電
話
番
号

（
日
中
連
絡
が
と
れ
る
先
）、必
要
枚
数
、

合
計
金
額
（
一
通
二
〇
〇
円
）
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

阿
久
比
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tow

n.agui.lg.jp

）「
暮
ら
し
の

情
報
」
で
様
式
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
用
封
筒
（
返
信
先
を
記
入
し
、
切

手
を
貼
付
）

③
手
数
料
（
郵
便
局
で
定
額
小
為
替
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
）

　

①
②
③
の
三
点
を
住
民
福
祉
課
戸
籍
住

民
係
ま
で
郵
送
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
申
請
届
出
シ
ス
テ
ム

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
交
付
請
求
が

で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス（https://w

w
w
.shinsei.e

‐ aichi.jp/hom
e/index.

htm
l

）

※　

電
子
申
請
を
す
る
前
に
住
民
福
祉
課

窓
口
で
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
取

得
し
て
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
電
子
証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

住
民
票
の
写
し
は
パ
ソ
コ
ン
の
プ
リ

ン
タ
ー
か
ら
は
印
刷
で
き
ま
せ
ん
。
窓

口
ま
た
は
郵
送
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

※　

手
数
料
は
窓
口
ま
た
は
郵
便
小
為
替

の
郵
送
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

住
所
地
以
外
の
市
区
町
村
で
も 

請
求
で
き
ま
す 

�

�

�

�

��������������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

　

住
民
基
本
台
帳
は
、
住
民
の
居
住
関
係

の
証
明
・
選
挙
人
名
簿
の
登
録
、
そ
の
ほ

か
住
民
に
関
す
る
事
務
処
理
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
、
正
確
な
記
録
が
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
人
に
な
り
す
ま
し
て
違
法
行
為
を
行

う
目
的
で
虚
偽
の
転
入
・
転
出
の
届
を
行

う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
窓
口
で
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
対
象
と
な
る
届

　

転
入
届
・
転
出
届
・
転
居
届
・
世
帯
変

更
届

□
本
人
確
認
の
方
法

　

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

各
種
年
金
証
書
な
ど
の
書
類
を
窓
口
で
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
窓
口
、
電

話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

※　

本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
虚

偽
の
住
民
異
動
届
防
止
の
た
め
、
後
日

「
住
民
異
動
届
受
理
通
知
」
を
郵
送
し

ま
す
。

□
施
行
期
日

　

平
成
十
七
年
六
月
一
日
か
ら

転
入
届
・
転
出
届
な
ど
手
続
き
の
際
に
は

窓
口
で
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
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寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

　

在
宅
で
寝
た
き
り
老
人
（
お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
）
の
方
で
、
寝
具
の
洗
濯
・

乾
燥
が
困
難
な
方
に
、
寝
具
の
洗
濯
・
乾

燥
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

□
日　

時

六
月
二
十
八
日（
火
）午
前
中
回
収
し
、

六
月
三
十
日（
木
）午
前
中
配
送

□
枚　

数　

洗
濯
・
乾
燥
と
も
、
掛
け
ふ

と
ん
・
敷
き
ふ
と
ん
・
毛
布
各
一
枚

□
申
込
期
限　

六
月
十
五
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
介
護
保
険（
内
２
２
８
・
２
９
０
）

高
齢
者
の
た
め
の 

家
庭
介
護
用
品
支
給
事
業

　

在
宅
で
常
時
紙
オ
ム
ツ
な
ど
の
介
護
用

品
の
利
用
を
必
要
と
す
る
、
重
度
の
要
介

護
状
態
に
あ
る
方（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）

に
介
護
用
品
を
支
給
（
ク
ー
ポ
ン
券
）
し

ま
す
。

�
　

常
時
は
い
か
い
癖
の
あ
る
お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
が
、
位
置
確

認
の
た
め
の
発
信
器
を
携
帯
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
の
負
担
軽
減
の
手
助
け
を
し

ま
す
。

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業

緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業

　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
夫
婦
世
帯
に
、
通
報
装

置
を
設
置
し
て
安
全
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
手
助
け
し
ま
す
。

家
庭
介
護
慰
労
事
業

　

重
度
の
要
介
護
の
状
態
に
あ
る
低
所
得

者
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
の
高
齢

者
を
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
過
去
一
年
以
上
利

用
す
る
こ
と
な
く
介
護
し
て
い
る
家
庭
に
、

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

高
齢
者
健
康
保
持
対
策
事
業（
宅
老
所
）

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
趣
味

活
動
や
軽
運
動
な
ど
を
行
い
、
一
日
を
楽

し
く
利
用
す
る
施
設
で
す
。

温
水
プ
ー
ル
利
用
料
の
助
成
事
業

　

満
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、
東
部

知
多
温
水
プ
ー
ル
利
用
料
の
半
額
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
事
業

　

満
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
に
タ
ク
シ
ー

の
初
乗
り
料
金
（
基
本
料
金
）
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
は
、

阿
久
比
町
と
契
約
し
て
い
る
会
社
に
限
り

ま
す
。
助
成
券
は
年
間
二
十
四
枚
以
内
、

一
カ
月
当
た
り
二
枚
と
し
て
交
付
し
て
い

ま
す
。

お

知

ら

せ

　

六
十
五
歳
以
上
の
在
宅
で
寝
た
き
り
の

高
齢
者
で
、
寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
が
困
難

な
方
に
、
寝
具
の
洗
濯
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
次
の
よ
う
な
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

□
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　

保
険
課
介
護
保
険
係
�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
２
８
・
２
９
０
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
夫
婦
世
帯
な
ど
で
、
食

事
を
作
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
に
配
食

サ
ー
ビ
ス
（
平
日
の
夕
食
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
土
曜
日
・
祝
日
も

配
食
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

　

六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
に
お
い

て
自
立
と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
生

き
が
い
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
一
日
を
楽

し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
常
動
作
訓
練
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
給
食
も
自
己
負
担
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
軽
度
生
活
援
助
事
業

　

六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
に
お
い

て
自
立
と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
軽

易
な
日
常
生
活
の
援
助
を
行
う
た
め
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
自
立
し
た

生
活
の
継
続
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥サー

ビ
ス
事
業
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�
　

水
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
「
漏
水
か

な
」
と
思
っ
た
ら
上
下
水
道
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
次
の
よ
う
な
場
合
、
漏

水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①　

道
路
か
ら
水
が
染
み
出
し
て
い
る
。

②　

側
溝
に
不
明
の
水
が
流
れ
て
い
る
。

③　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
り
が
、
最

近
何
と
な
く
ぬ
れ
て
い
る
。

④　

晴
天
が
続
く
の
に
石
垣
・
擁
壁
の
す

き
間
か
ら
水
が
染
み
出
し
て
い
る
。

※　

そ
の
ほ
か
漏
水
と
思
わ
れ
た
ら
直
ち

に
上
下
水
道
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�
　

各
家
庭
に
設
置
し
て
あ
る
水
道
の
メ
ー

タ
ー
か
ら
内
部
に
配
管
さ
れ
て
い
る
部
分

（
家
屋
敷
内
配
管
な
ど
）
は
個
人
管
理
と

な
り
、
配
管
修
理
費
・
漏
水
代
金
は
個
人

負
担
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
屋
内
配
管

で
は
、
次
の
よ
う
な
原
因
で
漏
水
が
発
生

水
は
大
切
な
資
源
で
す

ム
ダ
な
く
使
お
う
大
切
な
水

し
や
す
い
の
で
、
特
に
注
意
し
て
早
期
発

見
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①　

子
ど
も
の
い
た
ず
ら
。（
蛇
口
、
水
栓

柱
か
ら
の
漏
水
）

②　

浄
化
槽
ま
た
は
屋
内
水
冷
機
材
な
ど

の
故
障
に
よ
る
水
の
流
し
っ
ぱ
な
し
。

③　

凍
結
ま
た
は
老
朽
化
に
よ
る
管
の
破

損
。

④　

配
管
上
に
重
量
物
が
放
置
さ
れ
、
地

面
の
陥
没
に
よ
り
管
が
破
損
。

⑤　

そ
の
他
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
る

管
の
破
損
。

◇
家
庭
の
漏
水
の
発
見
方
法

　

水
道
の
使
用
中
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

星
の
部
分
が
回
っ
て
い
ま
す
。
屋
内
す
べ

て
の
蛇
口
を
閉
め
て
、
星
の
部
分
が
回
っ

て
い
れ
ば
屋
内
の
ど
こ
か
で
水
が
漏
れ
て

い
ま
す
。

　

少
し
の
漏
水
で
も
、
想
像
以
上
の
水
量

に
な
り
ま
す
の
で
、
月
に
数
回
漏
水
の
調

査
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

  
今
年
度
か
ら
一
般
家
庭
が
管
理
す
る
内

線
漏
水
で
、
発
見
後
直
ち
に
修
理
改
善
す

る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、

申
請
を
す
る
と
水
道
料
金
の
一
部
が
軽
減

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
上

下
水
道
課
上
水
業
務
係
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
緊
急
断
水
の
お
願
い

　

漏
水
事
故
な
ど
に
よ
り
、
水
道
工
事
を

行
う
際
、
や
む
な
く
断
水
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
　

愛
知
県
愛
知
用
水
水
道
南
部
事
務
所
で

は
水
道
週
間
の
期
間
中
、
東
海
市
名
和
町

の
上
野
浄
水
場
と
知
多
市
佐
布
里
の
知
多

浄
水
場
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
。
土
曜
・
日
曜
日
も
開
放
し
ま
す
。

□
上
野
浄
水
場

　

�
０
５
２（
６
０
４
）４
１
３
２

□
知
多
浄
水
場

　

�
０
５
６
２（
５
５
）３
５
０
１

浄
水
場
を
一
般
開
放

星の部分 

管理区分図 

屋内止水栓 メーター 町止水栓 

個人管理 町管理 

上
下
水
道
課
�（
４
８
）１
１
１
１

　
　

上
水
業
務
係
（
内
３
３
９
）

　
　

上
水
工
務
係
（
内
３
４
０
）

第47回 

6月1日（水）～7日（火） 

�

�

�

�

������������������������������

������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

町の水道状況（平成16年度） 

給水人口 

24.597人 

普及率 

99.6％ 

年間 
配水量 

2,979,984m3

1日平均 
給水量 

8,164m3

1人1日 
平均給水量 

332R

給食前に手を洗う英比小学校児童

水
道
水
ま
ち
の
す
み
ま
で

未
来
ま
で
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六
月
中
下
旬
に
は
ホ
タ
ル
（
成
虫
）
に

な
り
ま
す
よ

　

五
月
に
な
る
と
、
幼
虫
は
上
陸
し
よ
う

と
行
動
を
起
こ
し
ま
す
。
今
年
は
、
五
月

十
七
日
に
、
す
べ
て
の
幼
虫
を
場
内
の
人

工
川
に
放
流
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
Ｃ

Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
取
材
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
夜
、
幼
虫
た
ち
は
早
速
川
岸
へ
移
動

し
、
背
中
に
二
つ
の
明
か
り
を
つ
け
て
上

陸
を
目
指
す
、
幼
虫
た
ち
の
す
ば
ら
し
い

光
景
が
見
え
ま
し
た
。

　

場
内
の
二
本
の
人
工
川
は
、
昨
夏
に
改

修
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
深
い
川
底
に
敷

い
た
川
砂
に
、
有
機
物
が
沈
殿
し
て
、
ヒ

ル
が
大
量
に
繁
殖
し
ま
し
た
。
こ
の
ヒ
ル

は
、
幼
虫
の
餌
に
な
る
巻
貝
を
襲
う
の
で
、

大
変
困
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
川
底
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
浅
く
し
、
砂
を
入
れ
な
い

よ
う
に
し
て
、
良
質
の
水
流
を
確
保
し
ま

し
た
。

　

両
岸
に
は
、
川
砂
と
赤
玉
土
を
混
ぜ
た

土
で
上
陸
地
を
造
り
、
成
虫
が
止
ま
っ
た

り
、
産
卵
し
た
り
す
る
の
に
適
当
な
シ
ダ
、

ヨ
モ
ギ
、
ミ
ス
ゴ
ケ
を
植
え
ま
し
た
。

　

上
陸
し
た
幼
虫
は
、
気
に
入
っ
た
場
所

で
少
し
休
ん
だ
後
、
粘
液
で
砂
粒
を
固
め

て
「
土
ま
ゆ
」
を
造
り
ま
す
。
そ
の
後
、

土
ま
ゆ
の
中
で
白
っ
ぽ
い
蛹
（
さ
な
ぎ
）

に
変
身
し
ま
す
。
一
週
間
後
に
は
、
羽
化

し
て
ホ
タ
ル
の
姿
に
な
り
ま
す
。
二
枚
の

羽
が
黒
っ
ぽ
く
な
る
と
地
上
に
出
ま
す
。

卵
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。（
つ
づ
く
）

町
ホ
タ
ル
専
門
員
　
竹
内
　
勝
彦 

2005年 

② 

　８０２０（ハチマルニーマル）とは、８０歳
以上で２０本以上自分の歯が残っている
ことをいいます。
　町では、８０２０を達成している方を表
彰します。該当すると思われる方は申
し出ください。（すでに愛知県歯科医師
会から８０２０表彰を受けている方は除き
ます）

◆対　　象
１１月６日（日）時点で８０歳以上になる
方で、自分の歯が２０本以上残ってい
る方

◆募集期間　７月２０日（水）まで
◆申 込 先　阿久比町保健センター

　下記のとおり歯科健診、フッソ塗布
を行いますので、この機会にぜひどう
ぞ。

◆日　　時　平成１７年６月５日（日）
◆受付時間　午前９時半～午前１１時半
◆場　　所　阿久比町保健センター
◆対　　象　阿久比町に住んでいる方
◆内　　容　歯科健診、相談（大人、子ども）
　　　　　　フッソ塗布（子ども）
◆費　　用　無料
◆問い合わせ先　阿久比町保健センター

　むし歯予防デーは半田歯科医師会と
阿久比町の共催で行っています。

８０２０表彰をします むし歯予防デー開催

□
問
い
合
わ
せ
先　

阿
久
比
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

�（
４
８
）１
１
１
１ 
（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

上陸地の風景

サナギの姉弟？
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「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町ののののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　今年７月１日から阿久比スポーツ村にト
レーニング室を開設します。
　トレーニング室を利用するためには、最
初にインストラクターの講習を受けてもら
います。一度講習を受けると「登録証」が
発行され、次回から自由にトレーニング室
を利用できます。
　最初のインストラクターによる講習会な
ど詳細については、「広報あぐい」６月１５日
号でお知らせします。
□使用時間　午前９時～午後５時
□使用料　中学生以上一人１回２００円
　　　　　（時間制限なし）
□問い合わせ先
　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔

新
し
い
顔

　

阿
久
比
町
体
育
協
会
の
役
員
が
任
期
満
了
と
な
り
、
新

た
に
次
の
皆
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
十

七
・
十
八
年
度
の
二
年
間
で
す
。　　
　
　
　

（
敬
称
略
）□連絡先　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００

副会長　渡辺　泰敏
（英比学区）

会計　西畠　久文
（東部学区）

体育協会新役員 体育協会新役員 

書記　武田　　宏
（南部学区）

会長　竹内　初成
（草木学区）

開 設 
スポーツ村内に 
　　　トレーニング室 
スポーツ村内に 
　　　トレーニング室 
スポーツ村内に 
　　　トレーニング室 

地
区
推
進
員
の
活
動
内
容

　

青
少
年
健
全
育
成
地
区
推
進
員
は
、

各
地
区
の
行
政
協
力
員
か
ら
推
薦
さ
れ

た
青
少
年
の
健
全
育
成
に
理
解
と
熱
意

の
あ
る
方
で
す
。

　

青
少
年
を
育
て
る
会
、
子
供
会
な
ど

と
連
携
し
て
各
地
区
で
の
青
少
年
健
全

育
成
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

町
全
体
の
事
業
と
し
て
、
青
少
年
健

全
育
成
大
会
、
地
域
環
境
調
査
、
阿
久

比
駅
前
一
斉
啓
発
活
動
（
七
月
と
十
一

月
）、
凧
作
り
講
習
会
（
十
一
月
）、
町

内
名
鉄
各
駅
設
置
の
悪
書
回
収
箱
か
ら

有
害
図
書
の
回
収
（
毎
月
）
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
０
）

氏　　　名行政区氏　　　名行政区

佐 野 雅 昭メイツ
巽ヶ丘関　　　佳　克横  松

竹 内 勝 彦草　木青 木 義 行萩

渡 邊 順 子坂　部新 美 圭 祐宮　津

渡　辺　眞理子卯之山長 田 新 生宮　津
山　田

長 瀬 静 美阿久比
団 地松 本　 崇宮　津

団　地

竹 内 勇 治阿久比山 本 和 美板　山

大 森 直 和椋　岡竹 内　 修福　住

高 須 久 吉矢　口國 塚 秀 雄福住園
高 台

安 田 信 吾高　岡竹 内 藤 雄白　沢

榊 原 和 彦植梛 川 佳 延白沢台

江 口 正 行大古根水　谷　良志美高根台

平
成　

年
度

１７

　

青
少
年
健
全
育
成
地
区
推
進
員　（

敬
称
略
）

紹介
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　文化協会が主催する「第３３回文協まつり」が５月２１
日・２２日の２日間中央公民館で行われました。絵画・
写真・凧・盆栽などの展示や短歌・俳句・囲碁将棋な
ど大会、楽器演奏、コーラス、詩吟、民踊などの芸能
大会、チャリティー呈茶会や朴の即売会が行われ、多
くの来場者がありました。金魚すくいやヨーヨー釣り
には多くの子どもが集まりました。
　「私にもこんな絵が描けたらいいな」「こんな風に踊
れたら楽しいだろうな」と思ったら文化協会に入って
みませんか。お待ちしています。

　阿久比町文化協会の団体を中心としたメンバーが 
７月１３日（水）に開催される市町村催事「阿久比町の日」
で「あぐいの四季　冬～うた」をコーラス・楽器演奏
などで披露します。複数の団体がジョイントして行う
ため音楽の構成・練習など大変ですが、万博会場で素
晴らしいステージとなるよう練習に励んでいます。
　７月１３日（水）に長久手愛知県館「あいち・おまつり
広場」で行われます。皆さんぜひ見に来てください。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町ののののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

が ん ば り ま し た

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協まままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

平成１７年５月２１日（土）・２２日（日）

が ん ば っ て い ま す

阿久比町文化協会
あぐいうたう会・筝曲中山会・オカリナ同好会
大正琴クラブ　ほか

　

義
務
教
育
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
は
通
常

四
年
ご
と
に
採
択
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。
平
成

十
七
年
度
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
使
わ
れ
る

中
学
校
用
教
科
書
の
採
択
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

高
等
学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
は
、
各
高

等
学
校
で
毎
年
選
定
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
科
書
採
択
の

調
査
研
究
に
役
立
て
て
も
ら
い
、
県
民
の
教
科

書
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
、
六
月
十
一
日（
土
）か
ら
七
月
五
日（
火
）

ま
で
、
県
内
二
十
一
カ
所
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー

で
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
教
科
書
や

一
般
図
書
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
会
場
に
は
投
書
箱
を
用
意
し
ま
す
の
で
、

教
科
書
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

知
多
地
区
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
は
次
の
二
カ

所
で
す
。

　

東
海
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
　

東
海
市
立
中
央
図
書
館
内

　
　

東
海
市
中
央
町
３
‐
２

　
　

時
間：

午
前
十
時
〜
午
後
七
時

　
　

休
館
日：

６
／　

・
６
／　

・
６
／　

・
６
／　

・
７
／
４

１３

２０

２７

３０

　

武
豊
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
　

武
豊
町
立
図
書
館
内

　
　

武
豊
町
字
山
ノ
神
１
３
５
‐
１

　
　

時
間：

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

　
　

休
館
日：

６
／　

・
６
／　

・
６
／　

・
６
／　

・
７
／
４

１３

２０

２４

２７

教
科
書

　
　

展
示
会
を
開
催
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□
内　

容

　

心
に
障
害
を
も
っ
た
人
々
や
家
族
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解
し
、
ど
の
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
を
学
習
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な
げ
ま
す
。

□
定　

員　

約
三
十
人

□
日　

程

　

九
月
九
日
〜
二
月
十
八
日
（
全
五
回
）

　

午
前
十
時
〜
正
午

□
代
表
者　

松
尾
晴
恵

　

�（
４
８
）２
６
１
７

�□
内　

容

■�
■�
■�
�

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を

知
ろ
う　

　

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
、
応
用
を
復
習
し
ま
す
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
M
E
以
降
の
機
種
対
象
。

□
参
加
費　

二
千
円

□
定　

員　

十
人

□
日　

程

　

七
月
二
十
日
〜
九
月
二
十
八
日
（
全
十

回
）

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

□
代
表
者　

神
谷
温
三
郎

　

�（
４
７
）０
７
５
８

□
対
象
者　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座
の
代
表
者
宅
ま
た

は
社
会
教
育
課
公
民
館
係
�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
２
６
０
）

□
申
込
期
限　

六
月
十
五
日（
水
）

■�
■�
■�
�

心
の
病
を
知
ろ
う
Ⅲ

お
や
つ
講
習
会

◆
日　

程　

七
月
六
日（
水
）

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

親
子

◆
定　

員　

二
十
組

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

親
子
で
お
や
つ
作
り
に
挑
戦

し
ま
す
。

◆
講　

師　

管
理
栄
養
士

◆
担　

当　

環
境
衛
生
課

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
あ
ぐ
い
」五
月
一
日
号
の
内
容

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

□　

ペ
ー
ジ

１１

　

健
康
教
室（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
）

の
期
間

　

誤　

毎
週
水
曜
日

正　

八
月
三
十
一
日（
水
）、
九
月
七

日（
水
）、
九
月
十
四
日（
水
）、

十
一
月
三
十
日（
水
）、
十
二
月

七
日（
水
）、
十
二
月
十
四
日

（
水
）の
全
六
回
コ
ー
ス

��������	
�����������������

������

環境衛生課
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

受
講
生
募
集 
マ 
イ 
ス 
タ 
デ 
ィ 
講 
座 

マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
企
画
か
ら
生
ま
れ
た
学
習
講
座
で
す
。

自
分
に
あ
っ
た
講
座
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

����������

����������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

※　

マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座
の
追
加
募
集

を
し
ま
す
。
詳
し
く
は
社
会
教
育
課

公
民
館
係
�（
４
８
）１
１
１
１
（
内

２
６
０
）
ま
で

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

◆
日　

程　

七
月
二
十
六
日（
火
）・
八
月

一
日（
月
）

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

◆
会　

場　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

親
子

◆
定　

員　

各
日
二
十
組

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

親
子
で
料
理
に
挑
戦
し
ま
す
。

◆
講　

師　

栄
養
士

◆
担　

当　

環
境
衛
生
課
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社
会
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ

　

会
社
な
ど
が
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

か
ら
所
得
税
を
差
し
引
い
て
税
務
署
へ
納

付
す
る
仕
組
み
の
こ
と
を
「
所
得
税
の
源

泉
徴
収
制
度
」
と
い
い
ま
す
。

�
　

給
与
所
得
者
が
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
は
、
健
康

保
険
料
や
厚
生
年
金
保
険
料
な
ど
の
社
会

保
険
料
を
差
し
引
い
た
後
の
給
与
な
ど
の

金
額
に
応
じ
て
、「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

税
額
表
」
に
よ
っ
て
求
め
た
所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
　

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ

る
と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一

年
間
の
合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額

に
対
す
る
年
税
額
と
は
、
次
の
よ
う
な
理

由
な
ど
に
よ
り
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で

す
。

①　

結
婚
、
出
産
、
就
職
な
ど
の
た
め
、

毎
月
の
源
泉
徴
収

年
末
調
整

年
の
中
途
で
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ
る

場
合
が
あ
る
こ
と
。

②　

生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の
控
除

や
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
毎
月
の
給
料

や
ボ
ー
ナ
ス
の
源
泉
徴
収
の
と
き
に
は

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
料

や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
と
き
に
、

毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
合
計

額
と
、
一
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す
る

年
税
額
と
の
過
不
足
額
の
精
算
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
精
算
手
続
き
は
、

通
常
十
二
月
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、「
年

末
調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年
末
調

整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
所
得
税
の
納
税

が
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

改
め
て
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

�
　

給
与
の
年
間
収
入
金
額
が
二
千
万
円
を

超
え
る
方
や
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
ほ

か
に
二
十
万
円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
方

な
ど
は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
給
与
所

給
与
所
得
者
の
確
定
申
告

得
者
で
も
、
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
が
受
け
ら

れ
る
と
き
は
、
確
定
申
告
を
し
て
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
税
務
署　

�（
２
１
）３
１
４
１

�
　

平
成
十
六
年
度
の
地
方
税
制
度
改
正
の

う
ち
、
平
成
十
七
年
度
課
税
分
か
ら
取
り

扱
い
が
変
わ
る
も
の
に
つ
い
て
、
主
な
改

正
事
項
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
配
偶
者
特
別
控
除

　

配
偶
者
の
合
計
所
得
が
三
十
八
万
円
を

超
え
七
十
六
万
円
未
満
の
と
き
に
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
配
偶
者
の
合
計
所

得
が
三
十
八
万
円
以
下
の
控
除
対
象
配
偶

個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項

個
人
住
民
税
の
改
正
事
項

者
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
特
別
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

□
夫
と
生
計
を
同
一
に
す
る
妻
に
対
す
る

均
等
割
課
税

　

均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と
生
計

を
同
一
に
す
る
妻
で
、
夫
と
同
じ
市
町
村

に
住
所
の
あ
る
方
に
対
す
る
非
課
税
措
置

が
平
成
十
七
年
度
か
ら
段
階
的
に
廃
止
さ

れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、給
与
所
得
者（
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
）
で
扶
養
親
族
が
な
い

場
合
、
九
十
三
万
円
を
超
え
る
収
入
が
あ

る
と
き
は
、
均
等
割
（
町
民
税
・
県
民
税
）

が
次
の
と
お
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

十
七
年
度　

二
千
円（
二
分
の
一
課
税
）

　

十
八
年
度
以
降　

四
千
円（
全
部
課
税
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
住
民
税
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�	

講
師　

�
��

�
�

ふ
る
さ
と

�
�
�
�
�
��
�

����

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

お
っ
と
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給
与
所
得
者
は
 

　
　
年
末
調
整
で
精
算
 

給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
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者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

給
与
所
得
者
と
税
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知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
で
は
、
平
成

十
八
年
四
月
に
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

□
応
募
資
格

　

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
、
大
学
（
化
学
、
建
築
、
情
報
処
理
に

関
す
る
課
程
お
よ
び
そ
の
他
の
課
程
）
を

卒
業
ま
た
は
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
方

□
採
用
試
験
日

　

平
成
十
七
年
七
月
二
十
四
日（
日
）

□
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

□
受
付
期
間

　

六
月
二
十
日（
月
）〜
七
月
一
日（
金
）

（
土
日
を
除
く
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十

五
分
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

総
務
課　

�（
２
１
）１
４
９
０

�平
成　

年
度
第
二
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

１７

□
試
験
日
な
ど

　

七
月
十
日（
日
）一
般
対
象
、
全
種
類

七
月
十
七
日（
日
）高
校
生
対
象
、
乙
種

第
４
類
・
丙
種

□
試
験
場
所　

名
古
屋
市
内
な
ど

□
受
付
期
間

　

六
月
六
日（
月
）〜
六
月
十
日（
金
）

平
成　

年
度
第
二
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

１７

予
備
講
習
会

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

□
講
習
日
時　

六
月
二
十
二
日（
水
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

南
知
多
町
総
合
体
育
館

□
講
習
内
容　

乙
種
第
４
類
・
丙
種
が
対
象

□
受
付
期
間

　

六
月
六
日（
月
）〜
六
月
二
十
一
日（
火
）

※　

試
験
・
講
習
会
の
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課
�（
２
１
）１
４
９
１

◆
六
月
五
日（
日
）〜
六
月
十
一
日（
土
）

危
険
物
安
全
週
間
で
す

　

危
険
物
の
取
り
扱
い
を
間
違
え
る
と
一

瞬
に
し
て
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
取

り
扱
い
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�

□
勤
務
場
所　

英
比
小
学
校
体
育
館
内

　
　
　
　
　
　
「
英
比
児
童
ク
ラ
ブ
」

□
職
務
内
容

　

放
課
後
の
児
童
の
遊
び
を
通
し
て
、
生

活
面
の
指
導
、
家
庭
や
地
域
で
の
遊
び
の

環
境
づ
く
り
の
指
導
。

□
募
集
人
員　

一
人

□
職
務
期
間　

七
月
二
十
一
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

八
月
三
十
一
日
ま
で

□
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
土
曜
日

　

午
前
八
時
半
〜
午
後
六
時

　

午
前
勤
務
午
前
八
時
半
〜
午
後
一
時
半

　

午
後
勤
務
午
後
一
時
〜
午
後
六
時

　

い
ず
れ
か
の
指
定
す
る
時
間

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

□
賃　

金　

九
百
三
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
資
格
ま
た
は
小

学
校
教
諭
免
許
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）、

資
格
証
明
書
（
写
し
）

□
申
込
期
限　

六
月
十
五
日（
水
）　

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
３
０
１
）

�
　

愛
知
県
立
半
田
養
護
学
校
で
は
、
障
害

の
あ
る
お
子
さ
ん
の
成
長
や
発
達
に
つ
い

て
、
保
護
者
や
担
当
さ
れ
る
先
生
が
持
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
不
安
・
悩
み

に
つ
い
て
一
緒
に
話
し
合
い
、
安
心
し
て

お
子
さ
ん
の
養
育
や
指
導
が
で
き
る
よ
う

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
対
象
者

　

知
多
半
島
に
住
ん
で
い
て
、
お
子
さ
ん

の
成
長
や
発
達
に
つ
い
て
悩
み
や
不
安
を

持
っ
て
い
る
方
。

□
相
談
日
時

　

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除

　

く
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
五
時

□
場　

所

　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館（
雁
宿
ホ
ー
ル
）

　

半
田
市
立
岩
滑
小
学
校

　

武
豊
町
立
武
豊
小
学
校

�
�
�
�
�
�
�
�
	

□
相
談
内
容

・
学
校
や
家
庭
で
の
生
活
に
つ
い
て

・
就
学
に
つ
い
て

・
進
路
に
つ
い
て

・
そ
の
他

□
費　

用　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
知
県
立
半
田
養
護
学
校　

ふ
れ
あ
い

相
談
部　

�（
２
７
）７
０
６
１　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
７
）７
６
４
０

�
　

車
で
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
、
環
境

の
た
め
に
車
か
ら
鉄
道
に
乗
り
換
え
ま
せ

ん
か
。

　

愛
知
県
で
は
、
駅
周
辺
の
駐
車
場
に
車

を
停
め
て
鉄
道
に
乗
り
換
え
る
環
境
に
や

さ
し
い
移
動
ス
タ
イ
ル
の
パ
ー
ク
・
ア
ン

ド
・
ラ
イ
ド
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

□
対　

象

　

ア
ピ
タ
阿
久
比
店
（
指
定
場
所
十
八
台

分
）
に
駐
車
し
、
鉄
道
に
乗
り
換
え
て
通

勤
・
通
学
で
き
る
人

□
最
寄
り
駅

　

名
鉄
河
和
線
植
大
駅
（
徒
歩
二
分
）

□
利
用
可
能
時
間

　

土
曜
・
日
曜
日
と
定
休
日
、
特
定
日
を

除
く
平
日
の
午
前
六
時
半
か
ら
午
前
零
時

ま
で
。

□
利
用
条
件

　

一
カ
月
ご
と
に
商
品
券
一
万
円
分
の
購

入
。

　

詳
細
は
、
ア
ピ
タ
阿
久
比
店
サ
ー
ビ
ス

カ
ウ
ン
タ
ー
�（
４
８
）７
９
１
１
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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山
内
林
さ
ん
（
大
字
阿
久
比
）
が
総
務

大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

保
険
・
年
金
・
国
税
・
登
記
・
消
費
者
保

護
、
国
の
行
政
機
関
な
ど
の
窓
口
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政

相
談
委
員
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

・
住
所　

大
字
阿
久
比
字
松
畑　
３７

・
�（
４
８
）０
３
１
４

�
　

一
般
成
人
を
対
象
に
視
聴
覚
教
育
機
器

の
基
本
技
術
、
機
器
を
活
用
し
た
指
導
法

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

□
日　

時

　

八
月
四
日（
木
）午
前
九
時
半
〜

　

八
月
五
日（
金
）午
前
九
時
半
〜

□
場　

所　

東
海
市
立
横
須
賀
小
学
校

□
定　

員　

各
日
三
十
人

□
内　

容　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る

手
順
や
留
意
事
項
に
つ
い
て

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
の
講
習

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

□
日　

時

　

八
月
三
日（
水
）午
前
九
時
半
〜

□
場　

所　

知
多
市
立
中
部
中
学
校
、
武

豊
町
立
緑
丘
小
学
校

□
定　

員　

各
三
十
五
人

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

□
内　

容　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
を

利
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り

　

ミ
リ
映
写
機

１６□
日　

時

　

七
月
三
十
日（
土
）午
前
九
時
二
十
分
〜

□
場　

所　

阿
久
比
町
立
中
央
公
民
館
、

　

常
滑
市
鬼
崎
公
民
館

□
定　

員　

各
三
十
人

□
内　

容　
　

ミ
リ
映
写
機
の
操
作
方
法

１６

の
習
得
と
「
認
定
証
」
の
取
得

□
日　

時

　

八
月
二
日（
火
）午
前
九
時
半
〜

　

八
月
三
日（
水
）午
前
九
時
半
〜

□
場　

所　

大
府
市
役
所
、
南
知
多
町
総

合
体
育
館

□
定　

員　

各
十
五
人

□
内　

容　

ビ
デ
オ
撮
影
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
編
集

□
共
通
項
目

※
主
催
・
講
師　

知
多
地
方
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
協
議
会

※
受
講
料
（
教
材
費
な
ど
）
各
講
座
千
円

※
募
集
期
間

　

六
月
三
日（
金
）〜
二
十
四
日（
金
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
六
月
十
五
日（
水
）

〜
七
月
一
日（
金
）

※
申
込
方
法

　

受
講
料
を
添
え
て
申
込
書
を
阿
久
比
町

立
中
央
公
民
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
知
多
地
方
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
事
務
局
（
県
教
育
委

員
会
知
多
事
務
所
）
宛
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
１

―
９
５
３
４
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

�
　

知
多
地
方
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
今

年
度
新
し
く
購
入
し
た　

ミ
リ
映
画
・
ビ

１６

デ
オ
を
ア
ニ
メ
・
家
庭
教
育
な
ど
の
部
門

の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

各
種
行
事
で　

ミ
リ
映
画
・
ビ
デ
オ
の

１６

利
用
を
予
定
し
て
い
る
方
、
興
味
の
あ
る

方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。（
参
加

費
無
料
）

□
日　

時

　

六
月
十
一
日
（
土
）
午
前
十
時
〜
正
午

□
場　

所　

中
央
公
民
館
３
０
１
号
室

□
鑑
賞
作
品

　
「
じ
ご
く
の
そ
う
べ
い（
ア
ニ
メ
）」ほ
か

□
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
６
０
）

�
　

放
送
大
学
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

□
学
部
学
生

①
全
科
履
修
生

　

四
年
以
上
在
学
し
、
所
定
の
百
二
十
四

単
位
以
上
を
修
得
す
れ
ば
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
が
得
ら
れ
ま
す
。
満
十
八
歳
以
上

で
高
校
卒
業
の
資
格
が
必
要
で
す
。

　

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
選
科
履
修
生

　

一
年
間
在
学
。
入
学
資
格
は
満
十
五
歳

以
上
で
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
科
目
履
修
生

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

半
年
間
在
学
。
入
学
資
格
は
満
十
五
歳

以
上
で
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
大
学
院
生

④
修
士
全
科
生

　

二
年
以
上
在
学
し
、
修
士
（
学
術
）
の

学
位
取
得
を
目
指
す
学
生
で
す
。
入
学
試

験
が
あ
り
ま
す
。

⑤
修
士
選
科
生

　

一
年
間
在
学
。
入
学
資
格
は
満
十
八
歳

以
上
で
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑥
修
士
科
目
生

　

半
年
間
在
学
。
入
学
資
格
は
満
十
八
歳

以
上
で
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
願
書
受
付
期
間

　

学
部
学
生
・
大
学
院
学
生
（
修
士
選
科

生
・
修
士
科
目
生
）

　

六
月
十
五
日（
水
）か
ら
八
月
三
十
一
日

（
水
）ま
で

　

大
学
院
学
生
（
修
士
全
科
生
）

　

九
月
一
日（
木
）か
ら
九
月
十
四
日（
水
）

ま
で

□
問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学
愛
知
学
習

セ
ン
タ
ー
�
０
５
２（
８
３
１
）１
７
７
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.u

‐ air.ac.jp/

�平
成
十
七
年
度
白
沢
辰
巳
会
様

　

北
原
保
育
園
へ
本
棚
と
パ
ソ
コ
ン
台
の

二
点
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
福
住
厄
歳
会
様

板
山
辰
巳
厄
歳
会
様

　

英
保
育
園
へ
棚
つ
き
絵
本
立
て
一
台
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

Information

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ７，８５１　　（　２６）

人　口　２４，７１３人（　７）

　男　　１２，２２８人（△６）

　女　　１２，４８５人（　１３）

（　　）は前月との増減数

４月中の異動

　出生　１４　転入 １０６

　死亡　１６　転出　９７

平成１７年５月１日現在

6月24日（金）・25日（土） 

　ホタル養殖場・観察室を夜間開放
して、ホタル養殖場で育てたヘイケ
ボタルが、淡い光を放ちながら飛び
かう姿を観察します。また、このホ
タルを育てたホタル専門員などが、
ホタルについての説明も行います。
□日　時　６月２４日（金）
　　　　　６月２５日（土）
　　　　　午後７時半～午後９時
□場　所　ふれあいの森
　　　　　ホタル養殖場・観察室

ほたるポスター作品展

　小中学生が描いたホタル保護啓発
ポスターの優秀作品を展示します。
□日　時　６月２１日（火）～
　　　　　６月２６日（日）
　　　　　午前９時～午後７時
□場　所　ふれあいの森　体育室

管
理
棟 こ　こ 

・入場無料です
・雨天でも開催
します

・問い合わせは
　役場企画財政課
　�４８－１１１１
　　（内２０４・３０３）へ

ホタルは
あぐいのたからもの

※　東部小学校でも校内の養殖場
「ホタルワールド」で夜間開放を　
　行います。
□日　時　６月２３日（木）
　　　　　６月２４日（金）
　　　　　午後８時～午後９時


